
 

 

Ａ ①５ｍ間隔にペグを打つ。 

  ②職員への周知をする。 

実践例：８秒間走・９秒間走の場づくり 

 年度初めのカリキュラムを見たとき、どの学年も「走の運動遊び」「走の運動」「陸上運動」を行っている。

そこで、８秒間走・９秒間走を紹介した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践をふり返って 

紹介するまでは、２本のメジャーを用意してラインを引くなど、場の準備に時間がかかっている様子だっ

た。また、「準備に時間がかかる」といことで、行わない先生もいた。紹介してからは、８・９秒間走に取り組

むクラスが増えた。５月には、新体力テストを行う。また、６年生は体育大会でタイムトライアル７を行う。

「準備の時短」だけでなく「カリキュラム・マネジメント」の視点からも、この実践は有効であると感じた。 

 

ミライムで全職員に紹介 

Ｑ３１ 早く、できるだけ正確にラインを引く方法を教えてください。 

５ｍ間隔にペグを打つ。 


